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Discovery of India（原著初版 1946 年）は 1950 年代に邦訳（『インドの発見』、辻直四郎・飯塚
浩二・蝋山芳郎訳、岩波書店、全 2 巻、1953～56 年）が出版され、ネルー存命中に刷りを重ね
た。最も激しい闘争過程にあった 1930 年代にやはり獄中で執筆された An Autobiography（原著
初版 1936 年）も、訳語に多少難があるが 1961 年に邦訳（磯野勇三訳『ネール自伝』、立明社、
全 3 巻）が出ている。インド人のみならず世界のさまざまな友人・知人との間の書簡を集めた
A Bunch of Old Letters（原著初版 1958 年）は『忘れ得ぬ手紙より』としてその第 1 巻が 1961 年
に出て、訳者（森本達雄）から直接ネルーに手渡された（邦訳第 3 巻「訳者あとがき」）が、
最終巻の出版は 1965 年であった。娘インディラーに獄中から独自の世界史を綴って送った書















































労働者のストライキに関する電報 2 通（1921 年 5 月 9 日、17 日付）と、同州での農民運動や
労働運動に対する当局の抑圧状況、および同州でのスワデーシー（国産品奨励）運動に関する




 ネルーは同年 12 月にイギリス皇太子訪印ボイコットなどの廉で最初の入獄を経験するが、
獄中でガンディーの対応に初めて疑問を感じる。サティヤーグラハ運動が全国的に高まってい


















 事件の十数年後に書かれたこの『自伝』の時点では、ネルーは 1930 年 3 月の「塩の行進」
で始まる第 2 次サティヤーグラハ運動を経験している。従って上の文章に続けて、1921～22 年
には 1930 年代の運動と比べると強力な組織と規律を欠き、指導部のほとんどが投獄されてし

























したインド統治法（1919 年法）―イギリスはこれを｢インド憲法｣と称した―の 10 年後改訂を
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している。(5) 穏健なグループが目標とした「自治領の地位」―彼の父モーティーラールもこれ




が議長を務める 1929 年のラーホール大会まで俟たねばならなかった。 
 この時期に 2 人が交換した書簡がある。両方とも療養のためスイスに残ったカマラーの状態
を思い遣る内容であるが、政治状況に関してはここでもかなりの食い違いが見られる。ガン




















































 ガンディーはこれに対し 2 通の返書を送っているが、ネルーの書簡からかなりの衝撃を受け
たことが感じられる。最初の書簡（1928 年 1 月 15 日付）の内容は、ネルーの 1 月 11 日付書簡
への評価と、会議派大会出席のためマドラスに来て交通事故で入院しているイギリス独立労働
党指導者フェンナー・ブロックウェイの状況の確認である。第 2 信（1 月 17 日付）では自分が
会議派の委員会について述べたことにふれ、これまでも無責任で早まった論議や行動があった
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３．不服従運動とネルー、ガンディー 
 
 翌 1929 年、ネルーは会議派ラーホール大会の議長に選出されるが、この時ガンディーはネ
ルーの議長就任を推薦している。議長を中心とする会議派の中枢でもある運営委員会の構成に


























1930 年 1 月に彼はインド総督に対して、「独立の内容」として「11 項目の要求」を提起した。
その内容には全面禁酒、塩税廃止、高級官僚の給与引き下げ、軍事費の漸次引き下げ、外国製











ガンディーのこれへの反応（2 月 9 日付）は極めて素っ気なく、ネルーは 11 項目の重要性を見
落としており、それが自分たちの立場を強化するものとして満足するよう望むとだけ記した。
ネルーはなおも別の書簡（7 月 28 日付）で「（11 項目は）重要ではあるが独立に取って代わる
ものとは思えない」と抗議するが、これを｢独立の本質｣と譲らないガンディーによって振り切
られた。 
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会議は最終的に何らの結論にも達せず決裂しガンディーは 12 月末に帰国するが、翌年 1 月 4




























































 1934 年 4 月にガンディーは、1930 年 3 月に始まってその後途切れ途切れになっていたサティ
ヤーグラハ運動を停止するという声明を自らの名で出し、それは 5 月の会議派全国委員会で決
定された。獄中で手にし得た新聞報道でこれを知ったネルーは、同年 8 月 13 日付のガンディー
宛書簡で「今まで受けた最大のショック」と述べ、「何かが自分の内で破裂したような突然の強
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烈な感覚」に襲われ、「砂漠に置き去りにされたような絶対的孤独を感じる」とまで表現してい













































10 月 3 日付）の中でガンディーは、比較的平穏だったラーホール大会に比べてラクナウーはい
ろんな点でそうは行かないだろうと予言的に書いているが、現実に厳しい展開となる。そのラ
クナウー大会を前にして 2 月末に療養中のカマラーがローザンヌで死去し、ネルーは 3 月に帰
国した。 




抵抗・反発は強力で、大会開催の 2 か月後に V.J. パテール、R. プラサードら運営委員会の約
半数になる 7 名が辞任する旨の文書（1936 年 6 月 29 日付）をネルー宛に送っている。(12) 7 人
は何れもガンディーに近い人たちで、結局彼の仲介で辞表は撤回するが、代表する形でプラサー
ドがネルー宛に書いた書簡（7 月 1 日付）の調子は極めて厳しい。同書簡は、社会主義一辺倒
の議長演説の批判のみならず、ネルーが自分たちを邪魔者扱いし、会議派組織を傷つけようと
しているとか、性急であってはならない、もっと現実を知るべきというような激しい言葉に満
ちている。(13) このあとネルーはガンディーへの書簡（7 月 5 日付）で運営委員会内の「否定し
がたい抗争」について述べ、自分が退いてより同質的な委員会が成立するのが望ましいと書い
ている。これに対しガンディーは 7 月 8 日付書簡で、そうなれば会議派組織自体が麻痺するよ
うな危機をもたらすだろうとして辞任を思いとどまらせた。続く 7 月 15 日付書簡では、辞任
を表明した彼らには｢君のような勇気や率直さがなかった｣と分析し、「彼らは君の力強さとイン
















内 12 名が辞表を提出し、ネルーも後にこれに準じた。3 月に病気のまま大会に臨んだボースは、





 しかし 1939 年 9 月初頭のドイツによるポーランド侵攻、続く英仏の対独宣戦布告で第 2 次
世界大戦の勃発を見ることとなり、インドの政治状況は巨大な衝撃を受けた。これ以後、戦争
という最大の「暴力」を前にガンディーを中心とする会議派は大きな試練に向き合わねばなら





9 月 3 日にリンリスゴウの呼び出しを受けて会談に臨むが、会議派を代表するのでなく個人の
資格で対応するという姿勢を崩さず、彼の言葉によれば「手ぶらで、公であれ秘密であれ何ら
の合意にも達せず総督公邸から戻った」。ただその席で総督に対し、「純粋に人道主義的観点か

























の書簡（11 月 11 日付）で、総督が対話を続ける限り市民的不服従運動を行うことは出来ない
とするガンディーの言葉は｢不幸なこと｣と述懐している。(21) 
 1940 年 1 月 10 日に総督リンリスゴウは、イギリス政府の｢インドに関する目標｣は｢完全な自
治領の地位｣であると改めて語った。(22)その演説はガンディーを動かしたようで 2 月 5 日に総
督と会見するが、こうした動きに対して「自治領の地位」」の曖昧さを糾弾するネルーの態度は
強硬であった。1 月 24 日付のガンディーへの書簡で、今時の戦争が｢両者とも純粋に帝国主義
的思惑｣に立つものであることを強調し、「帝国主義戦争にわれわれが道義的支持を与えるべき
理由が分からない」とガンディーの立場を批判する。また総督の声明についても、「状況の圧力
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からインドに関して何等かの曖昧な宣言がなされるけれども、帝国主義は基本的に続くし、そ











市民的不服従運動宣言の責任を引き受けるとの態度も表明していた。1940 年 3 月の会議派ラー
ムガル（ビハール州）大会では、帝国主義戦争への協力の拒否、完全独立とインド人による憲
法制定議会を通じての憲法制定を求めて、ガンディー指導下で市民的不服従運動を展開する方
針が確認された。(24) 同じ 3 月にラーホールで大会を開いたムスリム連盟が、初めて公式にムス
リム国家（パキスタン）の独立を謳う決議を採択した。(25) インドのヒンドゥーとムスリムは歴
史的、文化的にも 2 つの異なる民族であるとする連盟議長 M.A. ジンナーの「2 民族論」に基
づくものである。 













― 33 ― 
い」という悲痛な言葉を吐いている。(29) 
 このあと会議派とイギリス政府＝インド政庁との間のさまざまな駆け引きが続くが、1941 年
12 月 7 日（日本時間で 8 日）に日本軍が真珠湾とマレイ半島に攻撃を加えて米英に宣戦布告し
たことで事態は大きく動いた。この年 12 月 30 日の会議派運営委員会はネルーら多数派の主導








もに戦争への参加には強く反対してきたガンディーも翌 1942 年 1 月 15 日の全国委員会で演説
し、彼にとって非暴力（ahimsa）は独立とさえ交換できない「信条」ではあり、会議派が非暴
力を放棄して戦争に加わることは過去 20 年の努力を取り消すことになると述べつつも、運営














力が必要と考え、1942 年 3 月に国璽尚書スタッフォード・クリップスを派遣した。クリップス
提案は、インドに対する自治領の地位付与を初めて公式に言及したものであったが、自治の付
与は戦後とされ、即時独立を求める会議派とパキスタン建国の確約がないとするムスリム連盟
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の何れもがこれを拒絶した。イギリスの政局打開策に絶望した会議派は 1942 年 8 月 8 日の全
国委員会で、イギリスの撤退とガンディー指導の非暴力的大衆闘争を呼びかける｢クウィット・
インディア｣決議を採択した。(33) インド政庁はその翌早朝ガンディー、ネルーら会議派中央指






年 2 月に同じく捕われていた妻カストゥルバーが死去し、75 歳で病弱になっていたこともあり




作成を目指す制憲議会の設置を提起する、正にそういう時期であった。釈放後 7、8 月の 1 か
月間をネルーは娘のインディラーとともに先祖の地カシミールで過ごした。ガンディーへの書
簡（1945 年 7 月 30 日付）では、数千メートルの高度でトレッキングに挑戦し氷河の淵を歩い
たりする毎日を送って多くの悩みや心配事は遠くのものになったと、その時の爽快な気分を伝














































































となる。それでも中間選挙樹立時に、心労が激しいネルーの健康を気遣った書簡（1946 年 9 月
3 日付）も書き送っている。 
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の行脚に出た。また 3 年間に 4 度の断食を行っている。そうした行脚として 1946 年 11 月から
翌年 2 月のノアカリ（東ベンガル）がよく知られるが、その後も長く東ベンガルに留まるガン
ディーに対して、中間政府の運営で苦闘するネルーはガンディーに早くデリーへ戻ってほしい
と懇願している（1947 年 2 月 10 日付）。書簡では、中間政府にある会議派指導者は日常的な会
議派活動に充分な時間を割けず、大衆との接触もままならないためどうしてもガンディーの存
在が不可欠だと訴えている。2 月 20 日にはイギリス首相アトリーにより、1948 年 6 月までに










いたが、ネルーへの書簡（3 月 25 日付）で、会議派が「イギリス支配の間批判してきた手段を
受け容れた」ことへの驚きを表明した。その原則がベンガル州にも適用されることを懸念し、
「私には運営委員会の決議の背後にある理由は分からず、ただ宗教的相違や 2 民族論に基づく
いかなる分離にも反対だという自分の意見を述べるだけ」と書き送っている。3 月 22 日付のパ
テールへの短い書簡でもパンジャーブ分割決議について説明してほしいと訴えた。ネルーの返
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 この間、3 月 14 日にスウェーデンのオスロからガンディーがノーベル平和賞に推薦されたと
の報告が入るが、受賞は実現せず、このことに言及した彼の言葉も残っていない。(35) 自分の知
らないところで政治状況が急速に展開していくことがガンディーに大きな不安を与えていたよ






 3 月 22 日に着任したインド総督ルイ・マウントバッテンは諸政党間の調整に努めるが、結局
交渉は破れ、6 月 3 日にインド・パキスタンの分離独立という最終的な裁定が下された。その







えている（1948 年 1 月 6 日付ネルー、1 月 12 日付パテールの各ガンディー宛手記）。ガンディー












のではなかろうか。例えば先にふれた「125 歳まで生きる」という願望について 1 つの後日譚
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